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● セミナーの受講申込みについて ●

①

②

株式会社Ｒ＆Ｄ支援センター

『ボイド・ヒケ【東京開催】』 セミナー申込書

　必要事項を記入のうえ、FAXにてお申し込

みください。弊社で内容を確認後、受領のご

連絡を差し上げます。受講用URLは後日お

送りいたします。

　なお、お申し込み後のキャンセルは原則とし

て承っておりません。ご都合により出席できな

い場合は、代理の方にご出席いただくようお

願いいたします。代理の方も見つからない場

合は、（土日祝日を除く）8日前までにご連絡

いただければキャンセルを承ります。

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル7階
TEL)  03‐5857‐4811  FAX)  03‐5857‐4812  URL)  https://www.rdsc.co.jp/

No.2508109

お申込み･振込に関する詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　□郵送 会員登録 （無料）

●講師：ポリプラスチックス(株) 研究開発本部 主任研究員　濵野 裕輔 氏

【プログラム】

会社名
住所

電話番号 FAX
お名前 所属・役職 E-mail

※ご希望の案内方法を選択してください。複数選択可。

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。
　・1名でお申込みされた場合、1名につき35,200円（税込）

◆日　時：2025年08月27日（水） 13:00～15:00
◆会　場：江東区産業会館　第1会議室
◆聴講料：1名につき38,500円（税込、資料付）　

射出成形におけるボイド・ヒケの発生メカニズムと予測技術
https://www.rdsc.co.jp/seminar/2508109

　ポリアセタール樹脂は、成形条件や製品形状によっては厚肉
部位の肉厚中心部近傍に空隙（ボイド）が形成されることがあ
る。昨今においてはX線CT等に代表される非破壊内部観察装
置の普及によりボイドの発見が容易になり、ボイドの制御に関
する飛躍的技術向上が期待される。また、成形条件や製品形状
によって製品表層にヒケが形成されることがある。今回、製品肉
厚やゲートランナーの修正に先立って効果が確認できるよう、
ボイドやヒケの発生メカニズムを考察した。併せてFEM解析に
よる予測技術を開発した内容について発表する。

　1-3．FEM解析を活用した発生予測技術の構築
　　・解析モデルの構築手法と仮定条件
　　・実験結果との比較検証
　　・設計・条件最適化への応用展開

２．ヒケの発生メカニズムと予測技術
　2-1．背景と影響評価
　　・表面欠陥としてのヒケの外観・機能への影響
　　・成形品設計やゲート配置の重要性
　2-2．実験によるヒケの発生傾向と原因分析
　　・成形条件、ゲート位置の違いによる影響
　　・可視化・定量化の手法と活用
　2-3．FEM解析によるヒケ予測と抑制の試み
　　・成形収縮挙動のシミュレーション
　　・成形条件調整や形状修正前の評価手法としての有効性

３．まとめと今後の展望
　　・ヒケ・ボイド予測技術の実用性と限界
　　・今後の成形技術への応用可能性
　　・課題と研究開発の方向性

０．イントロダクション
　・会社紹介
　・開発背景と取り組み方針

１．射出成形品のボイド発生メカニズムと予測技術
　1-1．背景と課題認識
　　・ポリアセタール樹脂におけるボイド発生事例
　　・成形条件・製品形状による内部欠陥の顕在化
　　・非破壊検査技術（X線CTなど）の進展と実用化状況
　1-2．実験によるボイドの発生傾向と原因分析
　　・厚肉部の内部構造観察と解析
　　・成形条件とボイド発生傾向の関係

・2名同時でお申し込みされた場合、2名で38,500円（税込）

セミナーお申込みＦＡＸ
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※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。


